
Keyword

本研究は、具体的にデザインを行うことや造形作品を制作
し展覧会へ出品することを実践して得た知見を造形デザイン
教育（主に空間演出デザイン）に活かすことを目的にしている。
デザインは社会との関係が不可欠であることから、実践的な
活動を通じて直面する課題はリアルであり、その解決を図る経
験は、デザイン教育にとって有効である。また、造形デザインを

学ぶうえで必要となる基礎造形の教育においては、教育者自
身が造形経験を積むことによって、より的確なアドバイスが与え
られると考えている。さらに、地域や社会から造形体験や空間
演出に関する相談を受けた場合、そこに学生を参画させるこ
とで、相談者や学生それぞれにとってメリットを生む効果も実
感してきている。

デザイン教育に活かすデザイン
および造形の実践的研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

●造形教育に関する教材開発
をしたい
●生徒や子供に造形体験の機
会を与えたい

これまでの実績をもとに、造形
教育における教材開発や造形
ワークショップ開催のお手伝い
ができます。

これまでの実績をもとに、季節の
空間演出を計画したり、造形
ワークショップの運営をお手伝い
できます。

●現有施設の空間演出をしたい
がわからない
●施設利用者に造形体験の機
会を提供したい

造形教育、立体造形、空間演出

仮設空間に関する研究
展覧会を通じた交流に関する研究
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空間演出技術
●あらゆる施設（空間）の演出が可能です。
●空間を媒体にしたコミュニケーションができます。

Point

造形体験
●造形ワークショップの開催ができます。
●造形教育に関する教材開発ができます。

Point

Keyword

本研究は、重要無形文化財である「漢委奴国王」の文字
が刻まれた金印の印面がどういった道具や工程で制作された
のかを、検証した研究です。想定される加工法や制作年の見
解は、研究者によって様々であり、複数の研究者によって様々
な発表が行われてきました。それらの見解に影響されない様、
実物の観察や顕微鏡写真などを基に制作したとされる時代を
考慮し、道具の素材・形状・加工法を推察・検証・同一素材

での制作をおこないました。本金印はおよそ2000年前に制作
されたとされているため、道具の形状や種類が複雑にならな
い、また、現代に伝わっている道具の使用法概念を排除し、
再構築することで彫り鏨は1種類、均し鏨は2種類使用し実証
をおこないました。そしてこういった研究から得られた結果を応
用・進化させ、新たな金造形表現をおこなっています。

彫金で潰えた伝統技法の再現と
新たな金属造形表現

研究シーズの紹介

市販の金具を使用しない素材感接合法関する研究
天然由来のワックス（コーティング）に関する研究
現代における伝統技法の簡略化に関する研究

その他の研究テーマ

彫金技術
造形技術

●ジュエリー、レリーフ、などの金属装飾や版表現が可能です。
●伝統技法の研究で、新たな加工法など造形技術の構築を行っています。

Point

●小ロットで特別な要求も叶え
てくれるところを探している。
●機械ではなく手作りの風合い
が欲しい。

要望に対し学生と構想・デザイ
ンを練り、サンプル制作から完成
までone sectionでおこなって提
供が可能。

細やかな打ち合わせを行い、デ
ザイン画やサンプル制作を行い
う。マスター制作や小ロットの制
作が可能。

●機械ではできない微細な金属
表現が欲しい。
●量産前のマスター制作やモデ
ル制作で活用したい。

期待される活用シーン

金属造形技術、金属加工、工具開発、応用・活用法提案
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再現画像
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